
Title ＜書評＞『ニコライ堂の女性たち』

Author(s) 三谷, 拓也

Citation 懐徳堂研究. 2010, 1, p. 153-175

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/24672

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



書
評
『
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
女
性
た
ち
』（
中
村
健
之
介
・
中
村
悦
子
著
、
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

三　

谷　

拓　

也

　

本
書
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
創
立
期
の
日
本
正
教
会

で
活
動
し
た
七
人
の
女
性
信
徒
た
ち
の
伝
記
で
あ
る
。

　

本
書
の
「
ま
え
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
正
教
会
を

母
体
と
す
る
日
本
正
教
会
は
、
日
露
戦
争
、
ロ
シ
ア
革
命
、
東
西

対
立
な
ど
の
時
代
の
荒
波
の
中
、
困
難
な
歩
み
を
続
け
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
訳
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
教
会
を
支
え
続
け

た
の
は
、
多
く
の
女
性
信
徒
た
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
半

の
女
性
た
ち
の
名
前
も
人
生
も
、共
に
忘
却
の
淵
に
沈
ん
で
い
る
。

本
書
で
は
、
特
に
正
教
会
の
創
立
期
に
顕
著
な
働
き
を
成
し
た
七

人
の
女
性
信
徒
た
ち
に
つ
い
て
、
丹
念
な
調
査
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
光
を
当
て
、
彼
女
た
ち
の
存
在
を
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

受
容
史
、
女
性
史
の
中
へ
再
位
置
づ
け
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

信
仰
そ
の
も
の
に
は
客
観
的
な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
女
性
た
ち
の
「
こ
と
ば
を
聞
き
た
い
、
そ
れ
を
、
で
き
る
こ

と
な
ら
過
去
か
ら
い
ま
へ
解
き
放
ち
た
い
」
と
願
う
著
者
た
ち
の

共
感
に
満
ち
た
姿
勢
が
、
本
書
を
優
れ
た
伝
記
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
巻
末
に
は
人
名
索
引
、
陰
陽
露
暦
対
照
表
、
年
譜
が
付

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
各
所
に
お
い
て
貴
重
な
写
真
、
家

系
図
な
ど
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
注
も
詳
細
で
あ
る
。

　

本
書
が
懐
徳
堂
と
関
係
す
る
の
は
、
第
七
章
が
、
懐
徳
堂
最
後

の
学
校
預
人
を
務
め
た
中
井
桐
園
の
子
で
あ
る
木つ

菟ぐ

麿ま
ろ

（
一
八
五

五
～
一
九
四
三
）
と
、
そ
の
異
母
妹
に
当
た
る
終
し
ゅ
う

子こ

（
一
八
七
七

～
一
九
五
五
）
の
伝
記
に
充
て
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
特
に

終
子
は
、
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ま
た
懐
徳
堂
の
遺
物
お
よ

び
記
録
保
存
に
お
い
て
も
大
き
な
働
き
を
成
し
た
人
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
多
く
を
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
主
に
本
書
の
第
七
章
（
執
筆
は
中
村
悦
子
氏
）
に

よ
り
な
が
ら
、
木
菟
麿
・
終
子
兄
妹
の
正
教
会
内
に
お
け
る
活
動

に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
本
書
の
記
載
に
つ
い
て
訂
正
お
よ
び
補
足

を
心
が
け
、
合
わ
せ
て
木
菟
麿
が
ニ
コ
ラ
イ
（
俗
名
イ
ヴ
ァ
ン
・
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ド
ミ
ー
ト
リ
ェ
ヴ
ィ
チ
・
カ
サ
ー
ト
キ
ン
、
一
八
三
六
～
一
九
一

二
）
と
共
訳
し
た
正
教
聖
典
の
特
徴
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み

た
い
。生

い
立
ち

　

木
菟
麿
と
終
子
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
も
詳
述
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ご
く
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。
二
人
の
父
に

当
た
る
中
井
桐
園
（
一
八
二
三
～
一
八
八
一
）
は
、
履
軒
の
孫
に

当
た
る
が
、
竹
山
の
子
で
あ
る
碩
果
の
養
子
と
な
り
、
中
井
宗
家

を
継
い
だ
人
で
あ
る
。
桐
園
の
最
初
の
妻
で
あ
る
霜し
も

は
、
第
六
代

学
主
並
河
寒
泉
（
一
七
九
七
～
一
八
七
九
）
の
長
女
で
あ
る
。
寒

泉
も
、
そ
の
妻
歌う
た

も
共
に
竹
山
の
孫
で
あ
っ
た
か
ら
、
つ
ま
り
木

菟
麿
は
、
父
方
で
は
履
軒
の
曾
孫
で
あ
り
、
ま
た
竹
山
の
義
理
の

曾
孫
で
も
あ
り
、
母
方
で
は
竹
山
の
玄
孫
で
も
あ
る
。
桐
園
と
霜

の
間
に
は
、
績う
み
（
夭
折
）、
木
菟
麿
、
蘭ら
ん
（
一
八
五
六
～
一
九
四
二
）

の
三
人
の
子
が
い
た
。
蘭
は
最
後
に
至
る
ま
で
専
ら
中
井
家
の
家

政
に
当
た
っ
た
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）、
霜
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
翌
二
年

一
一
月
、桐
園
は
医
師
小
笠
原
孝
治
の
次
女
春し
ゅ
んを
後
妻
に
迎
え
た
。

桐
園
と
春
の
間
に
は
、
二
郎
（
夭
折
）、
二
三
（
夭
折
）、
終
子
の

三
子
が
生
ま
れ
た
。
春
も
ま
た
竹
山
の
曾
孫
で
あ
っ
た
か
ら
、
木

菟
麿
と
終
子
は
異
母
兄
妹
で
あ
る
と
同
時
に
再
従
兄
妹
と
い
う
関

係
に
な
る（

一
）
。
二
人
の
年
齢
に
は
二
二
歳
も
の
開
き
が
あ
る
が
、
中

井
家
の
血
を
最
も
濃
く
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
、
共
に
深
い
繋
が
り

を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

懐
徳
堂
が
閉
校
し
た
の
は
、
明
治
二
年
（
一
八
七
〇
）
一
二
月

二
五
日
で
あ
り
、
こ
の
時
、
木
菟
麿
は
一
四
歳
だ
っ
た
。
そ
の
前

年
の
明
治
元
年
七
月
一
九
日
に
助
教
で
あ
っ
た
叔
父
並
河
蜑た
ん

街が
い

が

二
〇
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
週
間
後
の
七
月
二

五
日
に
は
母
霜
が
三
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。「
少
年
木
菟
麿

に
と
っ
て
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
は
、
激
し
い
時
代
に
よ
る
不

安
の
上
に
、
最
も
身
近
な
者
の
死
と
自
家
の
滅
亡
と
い
う
悲
運
が

重
な
っ
て
は
じ
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。」（
本
書
四
四
五
頁
）

　

こ
の
時
、
木
菟
麿
の
心
に
抱
か
れ
た
深
い
悲
哀
が
、
や
が
て
懐

徳
堂
復
興
の
熱
望
と
な
り
、
後
年
の
正
教
信
仰
と
並
ん
で
、
木
菟

麿
の
内
面
に
「
激
し
い
精
神
的
緊
張
」
を
強
い
た
と
の
本
書
の
指

摘
は
、
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
木
菟
麿
自
身
は
「
己
巳
殘
愁

録（
二
）
」
に
当
時
の
感
慨
を
綴
っ
て
い
る
。

　

懐
徳
堂
の
閉
校
後
、
並
河
、
中
井
両
家
は
北
本
庄
村
に
移
転
し
、

家
塾
を
開
い
た
。
し
か
し
、
寒
泉
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
三

月
か
ら
、
四
女
豊と
よ

の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
淡た
ん

輪の
わ

家
に
移
っ
た
。
西
洋
嫌

い
で
、
明
治
に
な
っ
て
も
髷
を
結
っ
て
い
た
と
い
う
寒
泉
は
、
木

菟
麿
の
正
教
へ
の
入
信
に
対
し
て
憤
り
つ
つ
、
明
治
一
二
年
（
一
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八
七
九
）
二
月
八
日
、
八
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

木
菟
麿
は
祖
父
寒
泉
と
住
居
を
共
に
し
て
い
た
。
木
菟
麿
が
父

桐
園
で
は
な
く
寒
泉
と
同
居
し
て
い
た
の
は
、
幼
時
よ
り
寒
泉
か

ら
漢
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
馴
染
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
し
、
木
菟
麿
自
身
が
寒
泉
の
人
柄
を
強
く
慕
っ
て
い
た
こ
と

も
一
因
で
あ
ろ
う
。
木
菟
麿
の
理
想
家
肌
で
、
精
神
的
な
物
事
に

没
頭
し
や
す
い
性
格
を
考
え
る
と
、
穏
や
か
で
あ
っ
た
父
桐
園
よ

り
も
、
む
し
ろ
悲
憤
慷
慨
を
事
と
し
、
赤
穂
浪
士
を
慕
っ
て
木
刀

を
身
辺
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
寒
泉
と
の
気
質
の
類
似
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

一
方
の
桐
園
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
家
塾
を
続
け

て
い
た
が
、
同
年
三
月
に
招
聘
を
受
け
て
江
南
小
学
校
の
教
員
と

な
り
、
教
員
辞
職
後
は
南
江
戸
堀
に
家
塾
「
好
徳
学
院
」
を
開
き
、

同
一
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
、
五
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
終
子

は
、
そ
の
間
の
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
三
月
二
四
日
（
戸
籍

上
は
一
三
日
）、
北
区
梅
ヶ
枝
町
に
生
ま
れ
て
い
る
。

　

木
菟
麿
は
そ
の
後
、
大
阪
府
師
範
学
校
（
大
阪
教
育
大
学
の
前

身
）
に
入
学
し
、
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
後
、
小
学
校
の
教
師
を

務
め
た
。
こ
の
こ
と
に
は
、
父
桐
園
の
影
響
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、

往
時
の
懐
徳
堂
が
初
等
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
新
時
代
の
儒
者
に
と
っ
て
小
学
校
教
員
は
ま

だ
し
も
己
の
才
を
生
か
し
得
る
職
業
の
一
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
に
は
「
天
王
寺
の
師
範
学
校
」
を
卒
業
し
た
と
あ

る
が
、大
阪
府
師
範
学
校
が
天
王
寺
に
移
る
の
は
明
治
三
四
年（
一

九
〇
一
）
で
あ
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
、
現
在
の
中

央
区
南
御
堂
に
「
教
員
伝
習
所
」
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
八
月
に
「
大

阪
府
師
範
学
校
」
と
改
称
、
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
二
月
ま

で
同
所
に
あ
っ
た
の
で
、
木
菟
麿
は
恐
ら
く
こ
こ
に
通
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。通
学
期
間
は
一
年
間
で
あ
っ
た（

三
）

と
い
う
か
ら
、

お
よ
そ
二
十
歳
前
後
で
小
学
校
に
奉
職
し
、
明
治
十
一
年
（
一
八

七
八
）
三
月
に
洗
礼
を
受
け
る
ま
で
、
三
年
間
ほ
ど
教
員
と
し
て

勤
務
し
た
こ
と
に
な
る
。

正
教
へ
の
入
信
と
『
回
天
新
報
』
の
発
行

　

大
阪
で
正
教
の
伝
教
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）、
笹
川
定
吉
（
元
仙
台
藩
士
）
に
よ
る
と
い
う
。
こ
の
時
に

は
何
の
成
果
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
明
治
一
〇
年
（
一

八
七
七
）
に
橘
公
威
が
、
同
郷
の
肥
前
大
村
藩
士
で
あ
っ
た
長
與

貫
一
に
教
え
を
伝
え
、
そ
れ
か
ら
大
阪
に
正
教
が
広
が
っ
た
と
さ

れ
る（

四
）
。

　

こ
れ
は
推
測
な
の
だ
が
、
こ
の
長
與
貫
一
と
い
う
人
は
、
同
じ

大
村
の
藩
医
の
子
で
、
適
塾
に
学
び
、
医
薬
制
度
の
確
立
に
尽
力

し
た
長
與
專
齋
（
一
八
三
八
～
一
九
〇
二
）
と
同
族
で
、
や
は
り
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医
家
の
一
族
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

五
）
。

　

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
三
月
三
日
（
大
阪
正
教
会
所
蔵
「
メ

ト
リ
カ
（
洗
礼
簿
）」
に
は
三
月
二
日
と
あ
る
）、
木
菟
麿
を
含
め

た
三
五
名
（
三
三
名
、
三
六
名
と
も
い
う
）
が
大
阪
で
初
め
て
正

教
の
洗
礼
を
受
け
た
が
、
こ
れ
ら
の
信
徒
は
、
自
ら
の
集
ま
り
を

「
聖
パ
ン
テ
レ
イ
モ
ン
会
」
と
名
付
け
、
今
橋
通
淀
屋
橋
東
に
あ
っ

た
増
井
亀
次
郎
の
洋
式
薬
局
「
精
々
舎（

六
）

」
を
仮
教
会
と
し
た
。
聖

パ
ン
テ
レ
イ
モ
ン
は
医
師
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
医
薬
業
の
守

護
聖
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
会
の
命
名
は
、
当
初
の
正
教
信
徒
に

医
薬
業
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
自
ず
と
証
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　

木
菟
麿
が
入
信
し
た
き
っ
か
け
は
、
懐
徳
堂
内
に
同
居
し
て
い

た
医
家
の
古
林
家
の
出
で
あ
る
、
古
林
見
蔵
の
勧
め
に
よ
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
長
與
貫
一
が
医
家
の
一
族
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

当
初
、医
薬
業
者
を
中
心
に
正
教
の
信
仰
が
広
が
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
古
林
見
蔵
を
通
じ
て
懐
徳
堂
の
人
々
へ
も
伝
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
の

関
係
者
か
ら
木
菟
麿
に
正
教
の
信
仰
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
医
薬
業
者
を
通
じ
て
の
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
時
に
同
じ
く
洗
礼
を
受
け
た
萱
野
一
平
は
、
赤
穂

浪
士
萱
野
三
平
の
子
孫
に
当
た
る
人
だ
が
、
萱
野
家
は
や
は
り
懐

徳
堂
の
門
下
で
も
あ
っ
た（

七
）
。（
子
孫
の
和
子
は
、
後
に
終
子
の
養

子
と
な
っ
て
中
井
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。）

　

さ
て
、
先
述
し
た
今
橋
の
仮
教
会
が
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七

九
）
に
道ど

修し
ょ
う

町ま
ち

五
丁
目
の
樋
口
宅（

八
）

に
移
り
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
に
は
天
満
橋
南
詰
石こ
く

町ま
ち

一
丁
目
に
あ
っ
た
旅
館
三さ
ん

橋
き
ょ
う

楼ろ
う

跡
の
地
所
に
壮
麗
な
聖
堂
（
戦
災
で
焼
失
）
が
建
立
さ
れ
た
こ

と
を
思
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
船
場
一
帯
の
、
特
に
資
産
家
や
医
薬
業

者
、
知
識
層
な
ど
の
間
に
お
い
て
、
小
さ
な
形
で
あ
れ
正
教
徒
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る（
九
）
。

　

こ
う
し
て
正
教
に
入
信
し
た
木
菟
麿
は
、
同
時
に
小
学
校
の
教

員
も
辞
職
し
た
の
だ
が
、
当
初
、
教
会
内
で
信
仰
生
活
に
専
念
す

る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

洗
礼
を
受
け
た
同
年
の
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月
、
自

由
民
権
運
動
の
土
佐
立
志
社
に
よ
る
「
愛
国
社
再
興
大
会
」
が
大

阪
で
開
か
れ
、
そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
の
か
、
同
年
九
月
二
七
日
、

木
菟
麿
に
よ
っ
て
『
回
天
新
報
』
と
名
付
け
ら
れ
た
政
論
雑
誌
が

発
行
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
宗
教
的
な
も
の
は
な
く
、
純
粋
な
政

治
誌
で
あ
る
。
北
崎
豊
二
氏
の
論
文

（
一
〇
）
で
は
、『
回
天
新
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
木
菟
麿
の
政
治
論
は
未
熟
で
あ
り
な
が
ら
も
、
経
術
に

よ
る
社
会
改
革
を
重
視
し
た
懐
徳
堂
の
学
風
を
受
け
継
い
で
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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翌
一
二
年
（
一
八
七
九
）
五
月
一
三
日
、
木
菟
麿
は
安
土
町
の

自
宅
で
「
天
楽
書
院
」（「
天
楽
」
は
曽
祖
父
履
軒
の
号
）
と
名
付

け
ら
れ
た
私
塾
を
開
い
て
い
る
。
こ
の
命
名
か
ら
も
、
木
菟
麿
の

家
塾
復
興
の
願
い
が
若
年
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
同
年
七
月
に
は
正
教
の
公
会
で
副
伝
教
者
に
指
名
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
信
仰
生
活
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
の

で
あ
ろ
う
。『
回
天
新
報
』
の
編
集
は
人
に
譲
り

（
一
一
）
、
私
塾
も
閉
め
、

伝
教
担
当
地
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
大
阪
で
伝
教

を
開
始
し
た
よ
う
だ
が
、『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
一
八
八
二
年
六
月

八
日
お
よ
び
一
二
日
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）、

教
会
の
命
に
よ
り
和
歌
山
へ
、
同
年
一
〇
月
に
は
加
古
川
へ
移
住

し
た
。播

磨
地
方
で
の
布
教
と
東
京
へ
の
移
住

　

加
古
川
に
居
を
移
し
た
木
菟
麿
は
、
加
古
川
（
寺じ

家け

）、
三
木
、

小
野
、
社
な
ど
、
東
播
磨
各
地
で
熱
心
に
伝
教
を
続
け
た
。
明
治

一
五
年（
一
八
八
二
）六
月
八
日
、加
古
川
へ
巡
教
に
や
っ
て
来
た

ニ
コ
ラ
イ
は
木
菟
麿
に
対
し
、
す
ぐ
東
京
に
来
て
自
分
の
手
伝
い

を
す
る
よ
う
促
し
た
と
い
う
。
こ
の
日
の
『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
は
残

さ
れ
て
お
り
、
木
菟
麿
の
名
前
が
初
め
て
現
れ
る
日
で
も
あ
る
。

　

パ
ウ
ェ
ル
中
井
は
毎
月
寺
家
町
と
小
野
町
と
横
山
と
に
分

け
て
滞
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
地
の
ど
こ
に
も
、

い
ま
で
は
一
人
の
新
し
い
聴
教
者
も
い
な
い
。
か
れ
は
毎
晩

八
時
ご
ろ
に
信
徒
向
け
に
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
集
ま
る
の

は
四
、
五
人
。
い
ま
は
マ
ト
フ
ェ
イ
〔
マ
タ
イ
〕
に
因
る
聖

福
音
の
講
釈
を
し
て
い
る
。〔
中
略
〕
中
井
は
近
い
将
来
に
、

こ
こ
で
成
功
を
収
め
る
だ
ろ
う
と
は
見
て
い
な
い
。〔
中
略
〕

加
古
川
滞
在
中
は
イ
オ
シ
フ
木
村
の
家
に
厄
介
に
な
っ
た
。

か
れ
の
と
こ
ろ
に
は
伝
教
者
〔
木
菟
麿
〕
も
世
話
に
な
っ
て

お
り
、
祈
祷
の
た
め
に
集
ま
る
部
屋
も
あ
る
。
伝
教
者
は
在

宅
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
見
当
違
い
の
方
向
に
わ
た
し
を

迎
え
に
行
っ
た
の
だ
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
日
の
日
記
に
、
木
菟
麿
の
東
京
行
き
に
関
す

る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
中
井
家
は
翌
月
に
上

京
し
て
い
る
の
で
、
ニ
コ
ラ
イ
の
招
聘
は
事
実
だ
っ
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

　

で
は
、
な
ぜ
ニ
コ
ラ
イ
が
特
に
木
菟
麿
の
名
前
と
教
養
を
知
っ

た
上
で
、
自
ら
の
聖
典
翻
訳
の
伴
侶
と
し
て
選
ん
だ
の
か
、
と
い

う
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
本
書
で
は
そ
の
遠
因
を
、
嘉
永
七
年
（
一
八

五
四
）九
月
、国
交
締
結
交
渉
の
た
め
来
日
し
た
エ
フ
ィ
ー
ミ
イ
・

ヴ
ァ
シ
ー
リ
ェ
ヴ
ィ
チ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
（
一
八
〇
三
～
一
八
八
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三
）
の
率
い
る
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
が
、
前
触
れ
も
な
く
大
阪
湾
に

出
現
し
た
事
件
に
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
時
、
懐
徳
堂
の
並
河
寒
泉
と
中
井
桐
園
が
幕
府
か
ら
接
待

掛
を
命
じ
ら
れ
、
海
上
の
小
船
で
ロ
シ
ア
方
通
訳
官
と
漢
文
で
応

対
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
寒
泉
に
よ
っ
て
『
拝
恩
志
喜
』

と
題
さ
れ
た
漢
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
懐
徳
堂
で
は
幕
府
か

ら
拝
領
し
た
白
銀
の
目
録
を
台
に
載
せ
た
ま
ま
保
管
し
、
毎
年
そ

れ
を
出
し
て
記
念
し
て
い
た
と
い
う
。
恐
ら
く
木
菟
麿
も
こ
の
逸

話
に
つ
い
て
、
祖
父
や
父
か
ら
問
わ
ず
語
り
に
幾
度
も
聞
い
て
い

た
こ
と
だ
ろ
う

（
一
二
）
。

　

一
方
、
こ
の
時
に
中
国
語
通
訳
と
し
て
ロ
シ
ア
艦
隊
に
同
行
し

て
い
た
ヨ
ー
シ
フ
・
ア
ン
ト
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ（
一

八
一
四
～
一
八
七
五
）
は
、
後
に
初
代
駐
日
領
事
と
し
て
函
館
に

赴
任
し
、
そ
の
領
事
館
付
き
司
祭
と
し
て
来
日
し
た
の
が
ニ
コ
ラ

イ
で
あ
る
。
ニ
コ
ラ
イ
は
、
恐
ら
く
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
か
ら
過
去

の
興
味
深
い
逸
話
を
色
々
と
聞
い
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
後
述
す
る

よ
う
に
中
井
竹
山
の
『
逸
史
』
も
読
ん
で
い
た
た
め
、
懐
徳
堂
に

つ
い
て
も
著
名
な
儒
学
の
家
と
し
て
聞
き
知
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
木
菟
麿
を
自
ら
の
翻
訳
事
業
の
伴
侶
と
し
て
選
ん
だ
の
か
も

知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
三
月
、
ニ
コ
ラ
イ
が
聖
堂

建
立
に
向
け
た
資
金
調
達
の
た
め
ロ
シ
ア
へ
一
時
帰
国
し
た
際
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
家
族
同
様
に
親
し
く
迎
え
ら
れ
、
そ
の
後
も
熱

心
な
支
援
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
本
人
か
ら
も

様
々
な
逸
話
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

続
い
て
本
書
で
は
、
い
よ
い
よ
一
家
が
東
京
に
発
つ
直
前
に

な
っ
て
、
木
菟
麿
が
家
族
を
説
得
し
て
正
教
に
入
信
さ
せ
た
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
思
い
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

大
阪
正
教
会
所
蔵
「
メ
ト
リ
カ
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
四
月
一
六
日
の
項
に
、
中
井
春
と
中
井
秋
の
洗
礼
の
記

録
が
あ
る
。
住
所
は
「
大
阪
府
下
北
桃
谷
町
三
十
七
番
地
」
と
あ

る
。
こ
こ
に
あ
る
「
中
井
秋
」
と
は
、
聖
名
が
ワ
ル
ワ
ラ
、
年
齢

が
六
年
と
あ
る
か
ら
、
終
子
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
終
子
の
本

名
は
「
秋し
ゅ
う」
で
あ
り
、
終
子
の
名
は
後
の
改
名
で
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
更
に
言
え
ば
、
こ
の
改
名
後
の
「
終
」
の
文
字
に
は
、
自

ら
が
中
井
家
の
血
統
の
最
後
と
な
る
自
覚
と
覚
悟
が
、
強
く
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
終
子
の
名
前
の
問
題

に
つ
い
て
触
れ
た
文
献
は
、
本
書
も
含
め
て
管
見
に
は
入
ら
な

か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
一
言
記
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
六
月

一
三
日
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
加
古
川
を
発
っ

て
か
ら
五
日
後
で
あ
る

八
時
に
イ
ア
コ
フ
神
父
と
と
も
に
執
事
や
し
か
る
べ
き
他
の
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者
た
ち
の
訪
問
に
出
か
け
た
が
、
け
っ
き
ょ
く
、
訪
問
で
き

た
の
は
ア
ヴ
ラ
ア
ム
長
与（
わ
た
し
が
洗
礼
を
施
し
た
者
で
、

ど
う
や
ら
た
い
へ
ん
裕
福
に
暮
ら
し
て
い
る
ら
し
い
）
と
、

伝
教
者
パ
ウ
ェ
ル
中
井
の
母
（
こ
れ
は
四
、
五
歳
に
な
る
娘

と
住
ん
で
い
る
。家
族
は
こ
れ
だ
け
。亭
主
は
昨
年
亡
く
な
っ

た
の
で
あ
る
）
と
、
執
事
が
一
人
だ
け
。
し
か
し
、
こ
の
う

ち
あ
と
の
二
人
は
不
在
。中
井
の
母
は
教
会
に
行
っ
て
お
り
、

〔
後
略
〕

　

こ
の
記
録
か
ら
も
、
ニ
コ
ラ
イ
か
ら
上
京
の
要
請
が
あ
っ
た
時

点
で
、
春
が
既
に
洗
礼
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
四
、

五
歳
に
な
る
娘
」
と
は
終
子
、「
昨
年
亡
く
な
っ
た
亭
主
」
と
は

桐
園
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
ニ
コ
ラ
イ
が
中
井
家
を
「
し
か
る
べ

き
者
た
ち
」
と
し
て
考
え
、
わ
ざ
わ
ざ
自
ら
訪
問
し
て
い
る
の
は
、

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

一
家
の
上
京
に
際
し
て
は
、
終
子
の
母
方
の
小
笠
原
家
か
ら
強

く
反
対
さ
れ
た
と
い
う
が
、
木
菟
麿
の
熱
意
と
一
家
の
信
仰
心
が

勝
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
八
月
一
日
発

行
の
『
教
會
報
知
』
第
四
〇
号
に
は
、「
敝
社
員
中
井
」
に
よ
る
、

ミ
ト
ロ
フ
ァ
ン
楊
吉
を
送
る
五
言
詩
「
追
賡
王
維
送
秘
書
晁
監
韻

送
密
徳
羅
芳
神
父
還
清
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
既
に
こ
の

時
期
に
は
、
木
菟
麿
が
東
京
本
会
で
活
動
を
始
め
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　

木
菟
麿
の
正
式
な
身
分
は
「
愛
々
社
（
正
教
会
の
出
版
部
）
社

員
兼
ニ
コ
ラ
イ
主
教
の
翻
訳
協
力
者
」
で
あ
っ
た
。
月
給
は
明
治

二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
時
点
で
二
五
円
と
あ
る

（
一
三
）

。
明
治
三
三
年

の
小
学
校
教
員
の
初
任
給
（
諸
手
当
な
し
）
が
一
〇
円
か
ら
一
三

円
、正
教
会
の
伝
教
者
の
月
給
は
一
五
円
、司
祭
は
三
五
円
で
あ
っ

た
と
い
う
か
ら

（
一
四
）

、
中
井
家
の
お
お
よ
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
想
像
が

つ
く
。
女
性
三
人
を
養
い
な
が
ら
の
家
計
は
、
決
し
て
豊
か
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ニ
コ
ラ
イ
と
木
菟
麿
に
よ
る

正
教
聖
典
の
翻
訳

　

正
教
は
元
来
土
着
化
す
る
傾
向
の
強
い
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、

今
日
の
各
国
正
教
会
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
地
語
に
よ
る

聖
典
を
持
ち
、
現
地
語
で
奉
神
礼
を
行
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
が
周
辺
諸
民
族
に
伝
教
す
る
際
、
聖
典
を

ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
現
地
語
に
翻
訳
し
て
以
来
の
伝
統

で
、
ラ
テ
ン
語
を
「
神
の
言
葉
」
と
し
て
不
変
の
も
の
と
し
て
い

た
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
、
著
し
く
対
照
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
と
は
異
な
り
、

正
教
会
が
自
ら
宣
教
団
を
派
遣
し
て
積
極
的
に
伝
教
を
行
う
こ
と
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は
稀
で
、
移
民
に
よ
る
自
然
的
伝
播
か
、
あ
る
い
は
聖
職
者
個
人

の
篤
志
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
日
本
に
初
め
て
正
教
を
広
め
た
ニ

コ
ラ
イ
も
、
当
初
は
あ
く
ま
で
個
人
の
発
意
に
基
づ
い
て
い
た
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
六
月
六
日
、
ニ
コ
ラ
イ
が
来
日
し
た
当

時
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
で
あ
り
、
立
場
は
あ
く
ま
で
も
函
館
領
事

館
付
き
の
司
祭
で
し
か
な
か
っ
た
。し
か
し
ニ
コ
ラ
イ
の
目
標
は
、

当
初
か
ら
日
本
人
の
自
治
に
よ
る
正
教
会
を
日
本
の
地
に
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
は
、
ア
ラ
ス
カ
（
当
時
は
ロ
シ
ア
領
）
で
ア
リ
ュ
ー

ト
語
に
よ
り
原
住
民
に
伝
教
し
た
イ
ン
ノ
ケ
ー
ン
チ
イ
（
一
七
九

七
～
一
八
七
九
、
後
に
モ
ス
ク
ワ
府
主
教
と
な
る
）
か
ら
、
正
教

の
日
本
へ
の
土
着
化
を
図
る
た
め
、
日
本
語
を
学
ぶ
よ
う
強
く
勧

め
ら
れ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
そ
の
後
の
伝
教
に
備
え
て
、
八
年
間
に

渡
り
多
く
の
教
師
に
つ
き
な
が
ら
、
四
書
五
経
を
初
め
と
す
る
漢

籍
や
仏
典
、
歴
史
書
な
ど
を
参
考
と
し
て
、
漢
文
と
日
本
語
、
お

よ
び
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
諸
宗
教
の
学
習
を
続
け
た
。

　

Д
・
М
・
ポ
ズ
ニ
ェ
ー
エ
フ
の
指
摘
に
よ
る
と
、
ニ
コ
ラ
イ
は

日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
に
当
た
り
、『
大
日
本
史
』、
巌
垣
松
苗
『
国

史
略
』、
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』、
中
井
竹
山
『
逸
史
』
な
ど
を
参

考
に
し
た
と
い
う

（
一
五
）
。
す
な
わ
ち
、
ニ
コ
ラ
イ
は
来
日
間
も
な
い
時

点
で
、
既
に
中
井
家
と
懐
徳
堂
の
存
在
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
同
時
に
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
原
典
も
学
ん

で
い
る
が
、『
古
事
記
』
を
ニ
コ
ラ
イ
に
教
え
た
の
は
、
若
き
日

の
新
島
襄
（
一
八
四
三
～
一
八
九
〇
）
で
あ
る
。

　

ニ
コ
ラ
イ
の
漢
文
読
解
力
は
抜
群
で
、
他
の
外
国
人
よ
り
遥
か

に
抜
き
ん
出
て
い
た
と
言
う
が
、
後
に
木
菟
麿
と
共
に
漢
文
訓
読

体
に
よ
っ
て
聖
典
翻
訳
を
行
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
ニ
コ
ラ
イ
の

素
養
に
よ
る
所
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

正
教
の
日
本
へ
の
土
着
化
を
図
る
に
は
、
聖
典
の
日
本
語
訳
が

不
可
欠
で
あ
る
。
明
治
元
年（
一
八
六
八
）一
〇
月
、イ
ン
ノ
ケ
ー

ン
チ
イ
宛
の
書
簡

（
一
六
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
、
ニ
コ
ラ
イ
は
新
約
聖
書
の

大
半
と
、
聖
史
略
、
教
の
鑑
、
教
理
問
答
、
小
祈
祷
書
な
ど
を
漢

文
か
ら
、
啓
蒙
礼
儀
と
帰
正
式
を
教
会
ス
ラ
ヴ
語
か
ら
翻
訳
し
て

い
る
。
一
部
は
石
版
印
刷
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た

が
、大
部
分
は
恐
ら
く
試
訳
の
段
階
に
止
ま
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

　

実
際
に
当
時
の
正
教
徒
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、
清
国
正
教

会
に
よ
っ
て
同
治
二
年（
一
八
六
三
）に
刊
行
さ
れ
た
教
理
書『
東

教
宗
鑑
』、お
よ
び
同
治
三
年（
一
八
六
四
）刊
行
の
新
約
聖
書『
新

遺
詔
聖
經
』、
あ
る
い
は
上
海
美
華
書
館
に
よ
り
同
年
刊
行
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
旧
新
約
聖
書
な
ど
の
、漢
文
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

初
期
の
正
教
信
徒
は
、
士
族
や
医
師
な
ど
儒
教
的
教
養
を
身
に
付

け
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
漢
文
聖
典
を
読

み
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、
当
然
白
文
で
あ
る
た
め
、

読
解
に
は
困
難
を
伴
っ
た
。
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祈
祷
書
や
教
理
書
の
刊
行
が
続
く
一
方
で
、
聖
書
本
文
の
翻
訳

に
お
い
て
、正
教
会
は
大
き
く
出
遅
れ
て
い
た

（
一
七
）

。
明
治
一
二
年（
一

八
七
九
）に
完
成
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳
に
よ
る
新
約
聖
書
が
、

そ
の
後
の
日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
国
人
で
も
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
に
と
っ
て
、

独
力
で
膨
大
な
聖
典
を
和
訳
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う

し
、
そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
有
能
な
助
手
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
う

し
て
正
教
会
の
聖
典
翻
訳
が
焦
眉
の
問
題
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た

時
、
木
菟
麿
に
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
ニ
コ
ラ
イ
と
木
菟
麿
に
よ
り
、

前
述
の
上
海
美
華
書
館
版
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
新
約
聖
書
に
訓
点
と

ロ
シ
ア
語
読
み
を
付
け
た
『
訓
点
新
約
聖
書
』
が
発
行
さ
れ
、
実

際
に
教
会
の
奉
神
礼
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
た
。
な
ぜ
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
漢
文
聖
書
を
用
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
日

本
語
と
し
て
表
現
が
熟
し
た
も
の
で
は
な
く
、
訳
語
の
正
当
性
も

保
証
で
き
な
い
こ
と
は
間
も
な
く
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

結
局
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
二
日
よ
り
、
二
人
は
自

ら
の
手
で
一
か
ら
新
約
聖
書
の
翻
訳
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
日
の
『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

夕
方
六
時
か
ら
わ
た
し
と
パ
ウ
ェ
ル
中
井
は
自
分
た
ち
の

仕
事
（
新
約
聖
書
の
翻
訳
だ
。
マ
ト
フ
ェ
イ
〔
マ
タ
イ
〕
に

よ
る
聖
福
音
）
の
翻
訳
を
始
め
た
。
最
初
の
一
六
節
を
翻
訳

し
た
。
つ
ま
り
名
前
を
書
き
写
し
た
の
だ
。
わ
た
し
た
ち
は

長
い
間
「
福ふ
く

音い
ん

経け
い

」
と
新
約
聖
書
の
題
を
考
え
て
い
た
。
ま

た
「
息
子
」
を
「
子こ

」
と
訳
す
か
「
裔す
え

」
と
訳
す
か
な
ど
話

し
合
っ
た
。

　

翌
九
月
三
日
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

パ
ウ
ェ
ル
中
井
と
い
っ
し
ょ
に
、
朝
は
七
時
半
か
ら
一
二

時
ま
で
、
夜
は
六
時
か
ら
九
時
ま
で
聖
書
の
翻
訳
を
し
た
。

こ
れ
は
毎
日
規
則
的
に
続
け
ら
れ
る
の
で
、
今
後
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
言
う
必
要
も
な
い
。

　

一
方
、
木
菟
麿
の
『
黄
裳
齋
日
記

（
一
八
）
』
同
年
九
月
二
日
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

　

往
來　

○
午
前
八
時
升
堂
受
業
初
ノ
祈
禱
ニ
豫
ル　

○
終

リ
テ
后
主
教
ニ
如
ク
翻
譯
ハ
今
夜
六
時
ヨ
リ
初
ム
ベ
シ
ト
ノ

ヿ
〔
こ
と
〕ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
歸
ル
〔
中
略
〕　

○
午
后
六
時
露

館
に
如
ク

　

業
務　

本
日
ヨ
リ
初
メ
テ
新
約
經
翻
譯
ノ
業
ニ
就
ク
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木
菟
麿
の
回
想
録
「
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
と
私
」（『
正
教
時
報
』

昭
和
一
七
年
九
月
号
）
に
よ
れ
ば
、
上
京
し
て
す
ぐ
の
明
治
一
五

年
（
一
八
八
二
）
九
月
よ
り
、
毎
日
変
わ
ら
ぬ
翻
訳
作
業
が
始
め

ら
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。
二
人
の
日

記
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
正
し
く
は
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九

五
）
よ
り
、
ニ
コ
ラ
イ
死
去
の
年
に
当
た
る
明
治
四
五
年
（
一
九

一
〇
）
に
至
る
、
約
一
五
年
間
で
あ
る
。

　

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
二
月
八
日
、
新
約
聖
書
の
翻
訳

は
一
年
四
か
月
足
ら
ず
で
一
旦
完
了
し
た
。
そ
の
日
の
『
ニ
コ
ラ

イ
日
記
』
に
は
こ
う
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
わ
か
り
や
す
く
表
現
す

る
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
使
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

の
前
に
は
、
三
種
の
ギ
リ
シ
ャ
語
版
、
二
種
の
ラ
テ
ン
語
版
、

教
会
ス
ラ
ヴ
語
版
、
ロ
シ
ア
語
版
、
英
語
版
、
フ
ラ
ン
ス
語

版
、
ド
イ
ツ
語
版
、
三
種
の
漢
訳
版
、
日
本
語
版
、
ロ
シ
ア

語
と
英
語
の
注
釈
書
、
そ
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
注
釈
書
を

揃
え
て
あ
り
、
毎
日
毎
日
、
ほ
と
ん
ど
毎
時
間
こ
れ
ら
を
掘

り
返
し
て
調
べ
た
も
の
だ
‐
簡
単
に
言
う
と
、
細
心
の
注
意

を
つ
く
し
て
翻
訳
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
た
い
し
て
良
い

出
来
栄
え
で
は
な
い
の
だ
。

　

翻
訳
の
完
了
後
も
、
二
人
は
推
敲
に
長
い
時
間
を
か
け
た
。
ま

ず
、
ロ
シ
ア
語
の
聖
書
辞
典
か
ら
言
葉
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
対

応
す
る
日
本
語
訳
を
定
め
、
用
語
を
統
一
し
た
。
ま
た
、
聖
典
は

奉
神
礼
の
中
で
詠
ま
れ
歌
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
二
人
で

朗
読
し
な
が
ら
確
認
も
行
っ
て
い
る
。

　
『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
に
は
、
翻
訳
に
伴
う
多
く
の
逸
話
が
記
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
司
祭
の
佐
藤
秀
六
（
元
漢
学
者
）
が
、「
読

マ
ザ
リ
シ
カ
と
い
う
用
法
は
間
違
い
で
、シ
の
後
は
ヤ
が
正
し
い
」

と
言
っ
た
所
、
木
菟
麿
は
「
カ
が
正
し
い
」
と
主
張
し
、
二
人
で

論
争
を
始
め
て
い
る
。（
一
九
〇
〇
年
四
月
六
日
）

　

木
菟
麿
は
ま
た
、
結
合
接
続
詞
「
ト
」
は
最
後
の
名
詞
の
後
に

も
置
く
の
か
置
か
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
「
居ヲ

レ
リ
」
と
い
う
用

例
は
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
新
井
白
石

や
「
自
ら
の
先
祖
で
学
者
と
し
て
も
有
名
な
中
井
一
族
の
著
作
」、

あ
る
い
は
旧
幕
時
代
の
用
例
な
ど
を
渉
猟
し
、
更
に
は
、
大
槻
文

彦
、
林
甕み
か

臣お
み

、
落
合
直
文
と
い
っ
た
著
名
な
国
語
学
者
を
実
際
に

訪
問
し
た
上
で
質
問
し
て
い
る
。
結
局
、落
合
の
説
に
よ
り
、「
ト
」

は
最
後
の
名
詞
の
後
に
も
置
く
、「
居
レ
リ
」
は
誤
用
、
と
い
う

結
論
に
落
ち
つ
い
て
い
る
。（
同
年
一
一
月
九
日
、
一
〇
日
）

　

こ
う
し
た
二
人
の
苦
労
が
実
り
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）、

新
約
聖
書
の
翻
訳
は
、『
我
主
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
の
新
約
』

と
題
し
て
発
行
さ
れ
た
。
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こ
こ
で
、
ニ
コ
ラ
イ
と
木
菟
麿
の
訳
に
よ
る
新
約
聖
書
の
文
体

の
特
徴
を
伺
う
た
め
、
そ
の
翻
訳
の
元
と
な
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
原

文
、
お
よ
び
参
考
と
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
訳
と
漢
訳
、
更
に
他
の
和

訳
の
代
表
と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳
を
併
記
し
て
、
考
察
し
て

み
た
い

（
一
九
）
。
引
用
箇
所
は
、
マ
ト
フ
ェ
イ
（
マ
タ
イ
）
に
因
る
聖
福

音
、
第
五
章
、
第
三
お
よ
び
八
節
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
語
原
文

Μ
ακάριοι οἱ πτω

χοὶ τῷ
 πνεύματι, ὅτι αὐτῶ

ν ἐστιν ἡ βασιλεία 

τῶ
ν οὐρανῶ

ν. ... μακάριοι οἱ καθαροὶ τῇ καρδίᾳ, ὅτι αὐτοὶ 

τὸν θεὸν ὄψ
ονται.

ロ
シ
ア
語
訳
（
宗
務
院
訳
、
一
八
六
七
）

Блаж
енны

 нищ
ие духом, ибо их есть Ц

арство Н
ебесное. 

... Блаж
енны

 чисты
е серцем, ибо они Бога узрят.

漢
訳
（『
新
遺
詔
聖
經
』、グ
ー
リ
イ
・
カ
ル
ポ
ー
フ
訳
、一
八
六
四
）

神
貧
者
爲
福
、
因
天
國
係
伊
等
所
有
。
…
心
淨
者
爲
福
、
因
伊

等
將
得
見
天
主
。

ニ
コ
ラ
イ
お
よ
び
木
菟
麿
訳
（
一
九
〇
一
）

神し
ん

の
貧ま
づ

し
き
者も
の

は
福
さ
い
は
ひな
り
、
天て
ん

國こ
く

は
彼か
れ

等ら

の
有も
の

な
れ
ば
な
り
。

…
心こ
こ
ろの
清き
よ

き
者も
の

は
福
さ
い
は
ひな
り
、
彼か
れ

等ら

神か
み

を
見み

ん
と
す
れ
ば
な
り
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳
（
一
八
七
九
年
、
一
九
一
七
年
改
訳
）

幸さ
い

福は
ひ

な
る
か
な
、
心こ
こ
ろの
貧ま
づ

し
き
者も
の

。
天て
ん

國こ
く

は
そ
の
人ひ
と

の
も
の
な

り
。
…
幸さ
い

福は
ひ

な
る
か
な
、心こ
こ
ろの
清き
よ

き
者も
の

。
そ
の
人ひ
と

は
神か
み

を
見み

ん
。

　

ま
ず
冒
頭
の
句
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
と
ロ
シ

ア
語
訳
は
、
い
ず
れ
も
倒
置
構
文
に
よ
る
強
調
表
現
を
取
っ
て
い

る
。
こ
の
倒
置
構
文
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
訳
の
「
幸さ
い

福は
ひ

な
る
か
な
、
心こ
こ
ろの
貧ま
づ

し
き
者も
の

」
だ
が
、
結
果

と
し
て
原
文
に
は
な
い
句
点
を
挿
入
し
て
い
る
。
逆
に
漢
訳
と
ニ

コ
ラ
イ
・
木
菟
麿
訳
は
、
句
読
点
も
原
文
に
忠
実
に
し
て
お
り
、

結
果
と
し
て
倒
置
構
文
の
模
倣
は
放
棄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
漢
訳
と
ニ
コ
ラ
イ
・
木
菟
麿
訳
は
、
希πνεύμα　

露 дух

（
高
位
の
霊
的
実
在
）
に
当
た
る
言
葉
を
「
神し
ん

」、
希καρδία　

露 
серце

（
低
位
の
精
神
的
活
動
）
に
当
た
る
言
葉
を
「
心こ
こ
ろ」
と
し
、

訳
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、一
方
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳
で
は
、

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
両
者
と
も
「
心こ
こ
ろ」
と
し
て
お
り
、
訳
し
分
け

は
し
て
い
な
い
。

　

更
に
ニ
コ
ラ
イ
・
木
菟
麿
訳
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神か
み

」
に
つ
い

て
、「
天
主
」「
上
帝
」
と
い
っ
た
漢
語
は
用
い
ず
、「
神か
み

」
と
い

う
和
語
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
神し
ん

」
と
「
神か
み

」
と
い
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う
よ
う
に
、
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
意
味
の
弁
別
を
行
っ
て
お
り
、

苦
心
の
跡
が
偲
ば
れ
る
。

　

人
称
に
つ
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
も
ロ
シ
ア
語
訳
も
明
ら

か
に
複
数
で
あ
り
、
漢
訳
は
「
伊
等
」、
ニ
コ
ラ
イ
・
木
菟
麿
訳

は
「
彼か
れ

等ら

」
と
、
そ
の
点
も
忠
実
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳
で
は「
そ
の
人
」と
あ
り
、曖
昧
な
訳
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
般
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳
は
、
文
法
的
に
忠
実
な
訳
で
あ
ろ

う
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
日
本
語
の
表
現
に
お
け
る
分
か
り
や

す
さ
、
歯
切
れ
の
良
さ
な
ど
を
求
め
、
そ
の
文
体
が
読
者
に
対
し

て
力
強
く
訴
え
か
け
る
力
を
得
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

　

一
方
の
ニ
コ
ラ
イ
・
木
菟
麿
訳
は
、
む
し
ろ
訳
語
の
精
確
さ
を

追
求
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
…
な
れ
ば
な
り
」「
…
す
れ
ば
な
り
」

と
い
う
語
句
は
、
日
本
語
と
し
て
や
や
く
ど
い
表
現
に
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
、
希ὅτι　

露ибо

（
な
ぜ
な
ら
～
だ
か
ら
だ
）
と
い

う
接
続
詞
の
意
味
を
、
精
確
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
に
基

づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
に
も
、
ニ
コ
ラ
イ
・
木
菟
麿
訳
が
難
解
に
思
わ
れ
る
理
由
と

し
て
、
例
え
ば
「
神し
ん

」「
福
さ
い
は
ひ」
な
ど
の
漢
訳
聖
書
に
影
響
を
受
け

た
用
語
や
、
そ
の
独
特
な
漢
文
訓
読
体
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
点
に
つ
い
て
は
、当
時
か
ら
批
判
も
あ
っ
た
。『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
三
月
二
日
に
は
、『
祭
日
経
』
の
翻

訳
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
た
し
と
中
井
は
こ
の
翻
訳
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
ど
う

し
て
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
！　

自
画
自
賛
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
。
し
か
し
、
全
部
が
全
部
、
皆
に
理
解
で
き
る

も
の
と
は
言
え
な
い
。
多
く
の
箇
所
は
、
漢
字
が
わ
か
る
者

な
ら
、
そ
れ
を
見
て
理
解
す
る
だ
ろ
う
が
、
耳
で
聴
く
と
、

学
問
の
あ
る
者
さ
え
、
ど
の
箇
所
で
も
意
味
が
す
ぐ
わ
か
る

と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
学
問
の
な
い
者
に
は
理
解
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
教
会
ス
ラ
ヴ
語
の
テ
キ
ス
ト

が
、
多
く
の
点
で
、
ロ
シ
ア
の
平
民
た
ち
に
は
理
解
で
き
な

い
の
と
同
じ
よ
う
に
。だ
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ど
う
し
て
、
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
和
語
を
採
用
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
ど
う
し
て
も
漢
語
を
取
り
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
か
わ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
訳
の
場
合
、
目
で
読
む

場
合
に
は
す
べ
て
が
明
瞭
だ
。
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
水

晶
の
よ
う
に
透
明
で
、
す
べ
て
説
明
し
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
聖
書

が
初
め
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
八
六
七
年
に
な
っ
て
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か
ら
で
あ
る
。
現
在
で
も
ロ
シ
ア
正
教
の
奉
神
礼
で
は
教
会
ス
ラ

ヴ
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、聖
職
者
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
に
と
っ
て
、

聖
典
の
文
体
が
荘
重
古
雅
な
古
典
語
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
い
の
は
、

自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
は
、
Д
・
М
・
ポ
ズ
ニ
ェ
ー
エ
フ
に
対
し
て
、
次
の

よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。

わ
た
し
は
、
福
音
書
や
奉
神
礼
用
諸
書
の
翻
訳
が
大
衆
の
教

育
程
度
ま
で
降
り
て
ゆ
く
べ
き
で
は
な
く
、
逆
に
、
信
者
た

ち
が
福
音
書
や
聖
体
礼
儀
用
諸
書
の
テ
キ
ス
ト
を
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
ま
で
昇
っ
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で

す
。
福
音
書
に
卑
俗
な
言
葉
を
用
い
る
の
は
認
め
難
い
こ
と

で
す

（
二
〇
）
。

　

つ
ま
り
、
ニ
コ
ラ
イ
と
木
菟
麿
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ス
ラ
ヴ
語

の
原
典
に
忠
実
な
翻
訳
を
追
求
し
つ
つ
、
一
方
で
は
、
そ
の
成
果

を
い
か
に
し
て
荘
重
古
雅
な
漢
文
訓
読
体
に
よ
っ
て
綴
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
困
難
な
課
題
に
対
し
て
、
長
年
に
渡
っ
て
取
り
組
み

続
け
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
長
期
に
渡
る
二
人
の
訳
業
を
支
え
て
い

た
の
が
、
実
は
日
本
語
に
対
す
る
信
頼
と
愛
情
で
あ
っ
た
。『
ニ

コ
ラ
イ
日
記
』
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
五
月
一
八
日
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

わ
た
し
と
中
井
に
と
っ
て
、
日
本
語
は
聖
書
を
翻
訳
す
る
の

に
十
分
な
言
語
で
あ
る
。〔
中
略
〕
日
本
語
は
、
こ
の
偉
大

に
し
て
発
達
し
た
国
民
が
万
象
を
、そ
し
て
万
象
に
つ
い
て
、

表
現
す
る
手
段
と
し
て
過
不
足
な
い
。

　

ニ
コ
ラ
イ
と
木
菟
麿
が
翻
訳
し
た
聖
典
の
数
々
は
、
完
成
か
ら

百
年
以
上
を
経
た
今
も
、
日
本
中
の
正
教
会
で
読
ま
れ
、
唱
え
ら

れ
、
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
子
の
活
動
と
「
楓
幃
女
塾
」
の
開
設

　

中
井
家
が
上
京
し
た
際
、終
子
は
ま
だ
五
歳
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

上
京
し
て
間
も
な
く
の
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
九
月
よ
り
、

終
子
は
自
宅
に
近
い
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園
に
入
園
し

た
。
そ
の
後
、
同
小
学
校
に
進
学
し
た
が
、
成
績
優
秀
の
た
め
飛

び
級
を
し
て
か
ら
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
ニ
コ
ラ
イ
の
勧
め
も
あ

り
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
よ
り
正
教
会
附
属
の
東
京

女
子
神
学
校
に
編
入
学
し
た
。

　

終
子
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
七
月
に
一
六
歳
で
東
京
女

子
神
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
教
師
に
な
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
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た
。
し
か
し
、
自
ら
未
熟
で
あ
る
と
し
て
辞
退
し
、
自
宅
で
二
年

間
修
養
を
積
ん
だ
後
、
同
二
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
よ
り
母
校

の
漢
文
お
よ
び
東
洋
史
の
教
師
と
な
っ
た
。

　

他
の
キ
リ
ス
ト
教
、特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
に
お
い
て
は
、

先
進
の
欧
米
文
化
や
英
語
習
得
を
魅
力
と
し
て
入
信
す
る
者
が
多

か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
正
教
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
ニ
コ
ラ

イ
自
身
が
日
本
の
古
典
文
化
や
漢
学
に
対
し
て
深
い
知
識
と
愛
情

を
持
っ
て
い
た
た
め
、
附
属
の
神
学
校
で
は
依
然
と
し
て
伝
統
的

教
養
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
儒
家

の
末
裔
で
あ
る
木
菟
麿
と
終
子
は
、
正
教
会
内
で
深
い
尊
敬
を
受

け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

終
子
は
教
職
以
外
に
も
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
そ
れ
ま
で
沈
滞
気
味
で
あ
っ
た
女
性
組
織
「
正
教
婦
人
矜き
ん

恤じ
ゅ
つ会
」
の
事
務
局
を
自
宅
に
移
し
、
煩
瑣
な
事
務
を
自
ら
引
き

受
け
て
、
各
地
に
援
助
金
を
送
る
な
ど
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
時

に
は
「
恤
兵
通
信
隊
」
の
組
織
を
図
り
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇

六
）
に
は
、
新
し
く
設
立
さ
れ
た
「
基
督
正
教
婦
人
会
」
の
主
任

幹
事
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
よ
り
明
治
四
〇
年
（
一
九

〇
七
）
に
か
け
て
、
木
菟
麿
が
責
任
者
と
な
っ
て
女
性
文
芸
誌

『
裏う
ら

錦に
し
き』が
（
二
一
）

発
行
さ
れ
た
。
終
子
も
ま
た『
裏
錦
』に
和
歌
や
漢
文
、

随
筆
な
ど
を
投
稿
し
て
い
る
。
大
半
は
教
育
論
や
道
徳
論
で
あ
る

が
、「
夢
謁
履
軒
先
生
記
」（
一
〇
五
号
）、「
蕉
園
中
井
先
生
略
傳
」

（
一
二
〇
号
）
な
ど
は
、
懐
徳
堂
と
の
関
係
か
ら
も
興
味
深
い
内

容
で
あ
る
。
ま
た
、
履
軒
の
『
老
婆
心
』
が
八
二
号
に
翻
刻
掲
載

さ
れ
、
あ
る
い
は
表
紙
裏
に
懐
徳
堂
先
賢
遺
稿
の
抜
粋
が
毎
号
掲

載
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
二
人
が
東
京
の
正
教
会
内
に
あ
っ

て
も
、『
裏
錦
』
に
よ
っ
て
懐
徳
堂
の
顕
彰
を
忘
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

終
子
は
ま
た
、
同
僚
で
佐
々
木
信
綱
門
下
で
あ
っ
た
酒
井
澄
子

（
本
書
第
四
章
参
照
）
と
共
に
歌
会
「
夕せ
き

秀し
ゅ
う

舎し
ゃ

」
を
自
宅
で
主
催

し
、
会
員
の
作
品
を
『
裏
錦
』
に
掲
載
し
た
。
こ
う
し
た
終
子
や

澄
子
の
薫
陶
も
あ
り
、
当
時
の
女
子
神
学
校
の
卒
業
者
は
、
み
な

作
歌
が
一
人
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
自
宅
に
お
け
る
「
楓ふ
う

幃い

女じ
ょ

塾じ
ゅ
く」
の
開
設
で
あ
ろ
う
。『
裏
錦
』
一
一
〇
号
（
明
治
三
四
年

一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
開
設
広
告
は
、
本
書
に
も
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
重
ね
て
以
下
に
載
せ
る
。

　

わ
が
家
五
世
儒
を
業
と
し
弦
誦
渝
ら
ざ
る
こ
と
一
百
四
十

余
年
な
り
し
が
明
治
二
年
懐
徳
堂
院
帷
を
撤
し
て
よ
り
以
来

講
學
の
業
癈
す
る
こ
と
久
し
家
兄
黄
裳
先
業
の
紹
が
ざ
る
を

悲
み
懐
徳
堂
院
を
大
阪
に
水
哉
館
幷
に
水
哉
館
女
学
を
京
都

に
重
建
せ
む
と
欲
し
明
治
二
十
六
年
其
意
見
書
を
發
し
て
四
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方
の
賛
襄
を
求
め
た
り
と
い
へ
ど
も
時
否
に
し
て
事
業
成
立

せ
ず
且
其
奉
ず
る
所
の
翻
經
の
聖
業
も
亦
癈
す
べ
か
ら
ざ
る

者
あ
る
を
省
み
て
遂
に
其
志
を
滅
す
る
に
至
り
し
が
不
肖
黄

離
こ
の
間
に
生
長
し
て
時
正
に
女
學
の
興
隆
す
る
に
會
ひ
自

ら
其
淺
劣
な
る
を
忘
れ
私
に
家
兄
の
志
を
繼
ぎ
て
女
子
教
育

の
爲
に
力
を
効
さ
む
と
欲
し
茲
に
家
兄
が
監
督
の
下
に
一
女

塾
を
開
き
小
よ
り
大
に
及
ぼ
し
て
建
學
の
日
を
見
む
こ
と
を

期
す
其
育
養
の
道
は
概
重
建
水
哉
館
意
見
に
載
す
る
所
に
從

ひ
て
家
兄
の
初
志
を
實
行
す
る
に
あ
り
有
志
淑
女
の
來
學
を

俟
つ

　

こ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
木
菟
麿
の
『
重
建
懐
徳
堂
意
見
』『
重

建
水
哉
館
意
見
』
に
よ
れ
ば
、
木
菟
麿
は
懐
徳
堂
を
男
子
教
育
の

場
に
、
水
哉
館
を
女
子
教
育
の
場
に
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た

（
二
二
）

。

『
裏
錦
』一
一
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
木
菟
麿
の
漢
文「
送
洛
汭
五
子
」

を
読
む
と
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
二
月
、
漢
学
の
弟
子
で

あ
っ
た
高
橋
五い

子ね

（
本
書
第
六
章
参
照
）
が
舎
監
と
な
っ
て
開
設

さ
れ
た
京
都
女
子
神
学
校
に
つ
い
て
、
あ
た
か
も
水
哉
館
の
再
興

で
あ
る
か
の
よ
う
に
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
『
重
建
水
哉
館
意
見
』

に
は
、
女
流
文
学
を
盛
ん
に
し
て
女
性
の
精
神
を
高
め
る
計
画
が

書
か
れ
て
い
る
が
、『
裏
錦
』
の
発
行
に
は
、
こ
う
し
た
木
菟
麿

の
意
向
が
強
く
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
楓
幃
女
塾
」
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
終
子
も

ま
た
兄
木
菟
麿
と
共
に
家
塾
復
興
の
希
望
を
持
ち
、
中
井
家
嫡
流

と
し
て
の
強
い
自
覚
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
楓
幃
女
塾
」
の
「
楓
」
の
由
来
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

終
子
の
随
筆
「
妓
女
蘿
」（『
裏
錦
』
一
一
七
号
）
に
よ
れ
ば
、
実

際
に
中
井
家
の
借
家
の
庭
に
は
楓
が
生
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、木
菟
麿
が
聖
典
翻
訳
の
記
念
に
植
え
た
も
の
の
よ
う
で
、

最
後
は
石
町
の
大
阪
正
教
会
に
移
し
替
え
ら
れ
た
が
、
戦
災
で
焼

け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
二
月
一
日
に
書
か
れ
た
終
子
の
随

筆
『
ち
る
も
み
ち
は
の
記

（
二
三
）
』
の
「
は
し
か
き
」
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。

　

紅
波
随
風
兮
逐
浪
、
豈
丹
心
兮
願
作
、
噫
噫
草
芥
兮
與
と

は
、
わ
が
曽
祖
な
る
履
軒
の
君
が
楓
を
詠
じ
た
ま
ひ
た
る
か

ら
う
た
の
詞
に
て
、
こ
を
熟
紙
に
か
き
す
て
た
ま
ひ
た
る
が

吾
が
家
に
殘
れ
る
を
、
こ
の
ご
ろ
兄
の
君
ふ
る
き
ほ
ん
ご
の

う
ち
よ
り
と
り
い
で
て
、
楓
は
な
が
め
づ
る
も
の
な
る
を
、

曽
祖
の
君
が
御
筆
の
殊
更
に
こ
れ
の
み
殘
り
た
ら
ん
は
、
な

に
珍
き
ゆ
か
り
や
あ
ら
ん
と
て
た
ま
ひ
つ
。
お
し
い
た
だ
き

て
う
く
る
心
の
ま
た
か
く
嬉
し
き
ま
ま
に
、
い
か
で
こ
に
因

み
て
、
か
く
大
和
の
言
の
葉
つ
づ
ら
ば
や
と
は
お
も
ひ
ぬ
れ
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ど
、
才
た
ら
ぬ
身
の
う
か
び
い
づ
べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
い
ま

は
た
だ
忘
れ
ぬ
た
め
と
て
、
こ
を
吾
が
楓
幃
の
記
號
に
は
用

ひ
ぬ
。

　

履
軒
の
漢
詩
集
『
履
軒
古
風

（
二
四
）

』
巻
四
に
は
、
確
か
に
「
楓
賦
」

と
題
さ
れ
た
古
体
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ

う
に
始
ま
る
。

何
衆
木
之
參
差
兮　
　

何
ぞ
衆
木
の
參し
ん

差し

と
し
て

見
蒼
蒼
之
無
私　
　
　

蒼
蒼
の
無
私
た
る
を
見
ん
や

物
随
性
而
不
撓
兮　
　

物
は
性
に
随
ひ
て
撓た
わ

ま
ず

各
呈
妍
而
獻
媚　
　
　

各
お
の
お
の妍
を
呈
し
て
媚
を
獻
ず

　

た
だ
外
見
が
美
し
い
の
み
な
ら
ず
、
撓
む
こ
と
な
く
凛り
ん

と
し
て

立
つ
楓
の
姿
に
、
終
子
は
自
ら
の
理
想
を
託
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

こ
の
「
楓
幃
女
塾
」
に
は
、
主
に
正
教
徒
の
子
女
が
通
っ
た
よ

う
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
終
子
が
多
く
の
清
国
留
学
生
を
も
生

徒
と
し
て
受
け
入
れ
、あ
る
い
は
交
流
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

深
い
漢
学
の
素
養
と
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
平
等
愛
の
思
想
を

兼
ね
備
え
て
い
た
終
子
を
慕
っ
て
、
三
〇
名
以
上
の
留
学
生
が
集

ま
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
後
に
民
国
政
府
の
要
人
と
な
っ
た
曹
汝

霖
、
鈕
永
建
や
、
革
命
家
の
程
家
檉
、
詩
人
の
蒋
智
由
な
ど
、
多

く
の
優
れ
た
人
々
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

　

終
子
の
「
楓
幃
女
塾
」
は
、
懐
徳
堂
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、

女
性
教
育
史
や
、
日
中
文
化
交
流
史
の
面
か
ら
も
注
目
す
べ
き
存

在
で
あ
ろ
う
。

懐
徳
堂
の
復
興

　

木
菟
麿
と
終
子
が
、
懐
徳
堂
の
遺
品
保
存
に
心
を
砕
き
、
結
果

と
し
て
そ
れ
ら
が
散
逸
を
免
れ
て
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た

こ
と
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
二
五
）
。

一
家
が
上
京
し
た
際
、
木
菟
麿
は
遺
品
の
大
半
を
東
京
へ
運
び
、

一
部
は
縁
戚
の
淡
輪
家
に
預
け
た
。
東
京
で
は
、
ニ
コ
ラ
イ
の
許

し
を
得
て
そ
れ
ら
を
主
教
館
の
一
室
に
保
管
し
、
一
部
の
貴
重
資

料
は
慎
重
を
期
し
て
帝
国
博
物
館
に
寄
託
し
た
。

　

木
菟
麿
が
正
教
信
仰
と
並
ん
で
生
涯
追
い
求
め
続
け
た
の
は
、

先
祖
の
営
ん
だ
懐
徳
堂
お
よ
び
水
哉
館
の
復
興
で
あ
っ
た
。
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、

木
菟
麿
は
「
己
巳
殘
愁
録
」
に
当
時
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
後
は
明
治
廿
六
年
に
重
建
懐
徳
堂
意
見
五
十
條
を
作

り
て
、
書
院
創
立
の
一
百
七
十
年
、
寛
政
再
造
の
一
百
年
で
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あ
る
明
治
廿
八
年
を
期
し
て
、
再
興
を
企
て
た
事
が
あ
っ
た

が
、然
る
べ
き
後
援
者
も
な
く
、方
法
も
極
め
て
拙
劣
で
あ
っ

た
ば
か
り
で
な
く
、或
一
の
さ
は
り
と
な
っ
た
事
も
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
余
は
孔
教
を
尊
崇
す
る
と
共
に
基
督
正
教
を
信
奉

し
て
、
教
育
上
に
特
殊
の
意
見
を
立
て
、
基
督
正
教
を
經
と

な
し
、
孔
教
を
緯
と
す
る
で
な
け
れ
ば
、
完
備
な
る
教
育
は

成
立
た
な
い
、
今
の
世
に
當
り
て
、
孔
教
己
を
死
守
し
て
、

他
を
顧
み
な
い
も
の
は
、
孔
道
の
本
旨
を
得
た
者
で
な
い
、

と
い
ふ
意
見
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
、
所
謂
認
識
不
足
の
人
々

に
は
、
之
を
容
る
ゝ
ほ
ど
の
器
量
を
具
へ
て
ゐ
な
か
っ
た
の

で
、
遂
に
實
行
不
可
能
の
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

明
治
二
十
六
年
当
時
の
『
重
建
懐
徳
堂
意
見
』
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

余
之
所
以
欲
施
乎
懐
徳
書
院
之
倫
理
道
徳
法
、有
二
焉
。
曰
、

聖
教
道
徳
法
、
曰
、
儒
教
。
聖
教
以
爲
本
、
儒
教
以
爲
支
。

聖
教
謂
何
。
曰
、
救
世
主
耶
穌
基
督
所
宣
之
道
也
。
是
人
之

所
不
敢
取
焉
、
而
余
之
所
取
也
。

　

木
菟
麿
に
と
っ
て
の
「
懐
徳
堂
」「
水
哉
館
」
と
は
、
単
に
過

去
に
存
在
し
た
家
塾
の
模
倣
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
後
の
重
建
懐

徳
堂
の
よ
う
に
、
広
く
大
阪
市
民
に
漢
学
や
東
洋
学
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
学
術
機
関
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
儒
教
と
キ
リ

ス
ト
教
が
融
合
し
た
、
人
格
練
磨
の
た
め
の
信
仰
と
道
徳
教
育
の

場
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
に
木
菟
麿
と
重
建
懐

徳
堂
の
人
々
と
の
間
に
越
え
難
い
溝
が
で
き
た
の
は
、
重
建
懐
徳

堂
を
中
井
家
の
家
塾
の
後
継
と
す
る
か
否
か
の
問
題
と
共
に
、
木

菟
麿
の
教
育
に
対
す
る
理
想
論
も
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）、
木
菟
麿
は
知
遇
の
あ
っ
た
重し
げ

野の

安や
す

繹つ
ぐ（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）の
紹
介
で
、重
野
の
弟
子
で
あ
っ

た
西
村
時つ
ね

彦ひ
こ

（
号
は
天
囚
、
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）
に
懐
徳
堂

先
賢
公
祭
の
助
力
を
請
う
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
遂
に

同
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
記
念
祭
典
が
開
か
れ
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
に
は
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
記
念
祭
典
に
つ
い
て
、『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
一
九
一
一
年

一
〇
月
五
日
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

大
阪
で
は
き
ょ
う
、
大
阪
市
の
由
緒
あ
る
学
者
の
家
系
で

あ
る
中
井
家
を
記
念
し
て
、
盛
大
な
集
会
や
演
説
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
中
井
家
の
学
者
た
ち
は
、
わ
た
し
と
共
同
で
翻
訳

を
し
て
い
る
パ
ウ
ェ
ル
中
井
の
先
祖
で
あ
る
。
か
れ
は
数
日

前
に
大
阪
へ
発
ち
、
記
念
館
に
収
め
る
た
め
、
先
祖
の
遺
品

を
す
べ
て
持
っ
て
い
っ
た
。
わ
た
し
は
、
わ
れ
わ
れ
二
人
が
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作
っ
た
聖
書
と
奉
神
礼
用
諸
書
の
翻
訳
も
、
す
べ
て
記
念
館

に
持
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
、か
れ
に
勧
め
た
。
こ
れ
は
、

か
れ
の
先
祖
ら
の
学
問
的
業
績
を
継
い
だ
立
派
な
成
果
と

言
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
井
は
前
も
っ
て
記

念
会
の
主
催
者
か
ら
許
可
を
得
ず
に
、
そ
う
し
た
も
の
を

持
っ
て
ゆ
く
の
は
、
気
が
と
が
め
る
と
言
っ
て
い
た
。
ど
う

や
ら
許
可
は
下
り
な
か
っ
た
よ
う
で
、
か
れ
は
こ
ち
ら
か
ら

持
っ
て
ゆ
く
本
を
求
め
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
わ
た

し
は
、
翻
訳
局
記
者
の
ペ
ト
ル
石
川
〔
喜
三
郎
〕
に
そ
れ
ら

の
本
を
持
た
せ
て
、
大
阪
へ
行
か
せ
る
と
申
し
出
た
。
ほ
か

の
演
説
者
ら
に
よ
る
中
井
の
先
祖
ら
へ
の
賛
辞
が
す
べ
て
終

わ
っ
た
あ
と
に
、
石
川
に
中
井
に
つ
い
て
結
び
の
演
説
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
井
は
、
現
存
し
て
い

る
中
井
家
の
子
孫
で
あ
り
な
が
ら
、
別
の
方
面
で
、
す
な
わ

ち
異
教
で
は
な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
に
、
敬
わ
れ
て
い
な
い
の
に
ち
が
い
な
い
か
ら
だ
。

　

こ
の
短
文
に
は
、
正
教
会
と
重
建
懐
徳
堂
の
間
に
あ
っ
て
引
き

裂
か
れ
て
い
る
木
菟
麿
の
立
場
が
、良
く
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ニ
コ
ラ
イ
が
木
菟
麿
の
翻
訳
を
「
先
祖
ら
の
学
問
的
業
績
を
継
い

だ
立
派
な
成
果
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
興
味
あ
る
指
摘
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。『
回
天
新
報
』
で
あ
れ
、
聖
典
翻
訳
で
あ
れ
、『
裏

錦
』
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
は
全
て
木
菟
麿
と
い
う
特
異
な
個
性
を
通

し
て
現
れ
た
、
懐
徳
堂
の
精
神
的
遺
産
の
一
部
な
の
か
も
知
れ
な

い
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　

紙
幅
の
関
係
で
詳
し
く
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
五

年
（
一
九
一
二
）
二
月
一
六
日
の
ニ
コ
ラ
イ
の
死
後
、
木
菟
麿
は

翻
訳
の
続
行
を
拒
否
さ
れ
、
編
集
業
務
か
ら
も
外
さ
れ
、
神
学
校

の
一
教
師
と
さ
れ
た
。
終
子
も
衰
退
す
る
母
校
に
対
し
断
腸
の
思

い
で
見
切
り
を
つ
け
、
一
家
は
帰
阪
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
木
菟

麿
と
終
子
は
共
に
梅
花
高
等
女
学
校
に
就
職
し
た
が
、
退
職
後
も

年
金
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
退
職
後
、
終
子
は
南
刀
根
山
の
借

家
で
遂
に
「
水
哉
館
」
と
名
付
け
た
私
塾
を
開
い
た
が
、
も
は
や

漢
学
や
歌
学
の
教
授
で
生
計
が
成
り
立
つ
時
代
で
は
な
く
、
そ
れ

は
間
も
な
く
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

老
身
の
終
子
が
、
一
家
を
支
え
る
た
め
に
職
を
求
め
て
さ
ま
よ

う
箇
所
は
、
強
く
読
者
の
心
を
打
つ
。「
し
か
し
、
不
思
議
な
の

だ
が
、
日
記
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
の
旧
友
や
教
え
子
た
ち
の
間

を
さ
迷
い
歩
い
て
い
る
老
い
た
中
井
終
子
の
姿
が
、
確
か
な
生
き

た
存
在
と
し
て
感
動
を
与
え
、
わ
れ
わ
れ
に
呼
び
か
け
て
く
る
の

を
感
じ
る
。」（
本
書
五
〇
六
頁
）
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こ
れ
ま
で
断
片
的
に
し
か
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
木
菟
麿
と
終

子
の
姿
が
、
こ
う
し
た
精
緻
な
調
査
を
踏
ま
え
た
本
書
の
記
述
に

よ
っ
て
、
初
め
て
血
の
通
っ
た
全
体
像
と
し
て
描
か
れ
得
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
本
書
が
単
な
る
事
実
の
羅
列
に

終
わ
ら
ず
、
二
人
の
誠
実
な
人
生
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
得
て

い
る
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
二
人
の
上
に
注
が
れ
る
著
者
の
鋭

く
も
ま
た
温
か
な
眼
差
し
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

懐
徳
堂
の
研
究
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
木
菟
麿
や
終
子
の
人

生
や
活
動
に
つ
い
て
は
、Postscript 

に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
中
井
家
の
末
裔
で
あ
る
二
人
の
人
生
に
は
、
懐

徳
堂
史
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
受
容
史
、
女
性
史
、
教
育
史
、

日
中
・
日
露
文
化
交
流
史
な
ど
、
多
様
な
側
面
か
ら
解
き
明
か
さ

れ
る
べ
き
問
題
も
多
い
。
木
菟
麿
と
終
子
の
残
し
た
数
多
く
の
日

記
や
記
録
類
は
、
今
も
な
お
読
み
解
か
れ
る
べ
き
日
を
待
ち
続
け

て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

注
○�

本
稿
の
各
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
は
、
全

て
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
全
日
記
』（
全
九
冊
、
中
村
健
之
介

監
修
、
教
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
か
ら
の
引
用
に
よ
る
。
日
付

は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
に
よ
る
。
な
お
、
検
索
は
年
月
日
に
よ
り

容
易
に
で
き
る
の
で
、
引
用
箇
所
の
巻
数
お
よ
び
頁
数
は
い
ち

い
ち
記
載
し
な
か
っ
た
。

（
一
）		

井
上
了
「
中
井
竹
山
の
子
女
に
つ
い
て
︱
『
奠
陰
集
』
を
中
心
に
︱
」

（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
九
年
）
一
一
五
頁
。

（
二
）		

『
懐
徳
』
一
〇
号
、
一
九
三
二
年
。

（
三
）		

中
井
終
子
「
ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
と
中
井
家
と
の
関
係
（
一
）」（『
正
教

時
報
』
昭
和
二
六
年
七
月
十
日
）

		


な
お
、
木
菟
麿
の
学
歴
に
つ
い
て
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
た
所
、
当
時
の
資
料
は
全
て
廃
棄
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

事
実
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
四
）		

大
阪
に
お
け
る
正
教
会
の
伝
教
過
程
に
つ
い
て
は
、
牛
丸
康
夫
『
大

阪
正
教
会
百
年
史
譚
』（
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
、
一
九
七
八
年
）
二
～

七
頁
に
詳
し
い
。

		


ま
た
、『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
一
八
八
二
年
六
月
一
二
日
に
は
、「
正
教

の
言
葉
が
最
初
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
一
八
七
七
年
、
パ
ウ
ェ
ル
新
妻
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が
こ
の
地
が
伝
教
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
に
、
パ
ウ
ェ
ル
橘
を

伴
っ
て
大
阪
を
訪
問
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。
新
妻
が
自
分
の
任
務
で

東
京
に
帰
っ
た
あ
と
、
橘
が
こ
こ
に
残
り
、
と
り
わ
け
い
ま
の
ア
ヴ
ラ

ア
ム
長
与
に
伝
教
し
た
。」
と
あ
る
。

（
五
）		

牛
丸
康
夫
『
大
阪
正
教
会
百
年
史
譚
』
お
よ
び
本
書
『
ニ
コ
ラ
イ
堂

の
女
性
た
ち
』
に
は
、
長
與
貫
一
の
姓
に
つ
い
て
「
長
興
」
と
記
し
て

い
る
が
、
誤
記
で
あ
る
。

		


大
阪
正
教
会
所
蔵
「
メ
ト
リ
カ
（
洗
礼
簿
）」
に
は
、
最
初
に
ア
ヴ
ラ

ア
ム
長
與
貫
一
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
誕
生
は
文
政
六
年
（
一
八
二

三
）、旧
宗
法
華
と
あ
る
。『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』一
八
八
二
年（
明
治
一
五
）

六
月
一
三
日
に
は
、
こ
の
ア
ヴ
ラ
ア
ム
長
与
は
裕
福
な
暮
ら
し
を
し
て

い
る
と
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
職
業
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

		


ま
た
、「
メ
ト
リ
カ
」
の
同
日
付
に
は
、
ダ
ビ
ー
ト
長
與
真
造
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
生
ま
れ
、
旧
宗
法
華
、
肥

前
國
大
村
平
民
と
あ
る
か
ら
、
貫
一
の
息
子
か
親
族
で
あ
ろ
う
。『
ニ
コ

ラ
イ
日
記
』
一
八
八
二
年
六
月
一
二
日
に
は
、
ダ
ヴ
ィ
ド
長
與
が
当
時

二
五
歳
で
、
東
京
の
佐
々
木
医
院
で
医
学
を
勉
強
中
と
あ
る
。

		


梅
溪
昇
『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）

一
四
二
～
一
四
三
頁
に
よ
れ
ば
、
長
崎
県
の
適
塾
入
門
者
に
は
、
長
與

專
齋
と
共
に
、長
與
誠
一
の
名
が
見
え
る
と
い
う
。
誠
一
も
大
村
藩
代
々

の
医
官
で
、
專
齋
の
祖
父
俊
達
の
養
子
で
あ
っ
た
。
專
齋
よ
り
先
に
適

塾
に
入
門
し
た
と
い
う
か
ら
、
專
齋
よ
り
年
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
貫
一
も
專
齋
よ
り
一
五
歳
年
上
で
あ
る
。
貫
一
と
誠
一
は
、

同
年
代
で
、
名
前
に
同
じ
「
一
」
を
共
有
し
て
い
る
所
か
ら
も
、
兄
弟

で
あ
る
か
、
少
な
く
と
も
同
族
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

		


余
談
だ
が
、
澤
邊
琢
磨
（
坂
本
龍
馬
の
従
兄
）
や
浦
野
太
藏
と
共
に
、

日
本
で
最
初
に
正
教
の
洗
礼
を
受
け
た
酒
井
篤と

く

禮れ
い

は
、
同
じ
く
適
塾
の

出
身
で
あ
り
、
そ
の
娘
の
澄
子
は
、
後
に
東
京
女
子
神
学
校
の
教
員
と

し
て
終
子
の
同
僚
と
な
っ
た
。

（
六
）		

『
大
阪
府
薬
百
年
史
』（
大
阪
府
薬
剤
師
会
、
一
九
九
三
年
）
二
一
頁

の
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
年
表
に
、「
大
阪
薬
業
社
有
志
、
オ
ラ
ン
ダ

人
ド
ワ
ル
ス
を
招
い
て
今
橋
に
化
学
研
究
機
関
精
々
舎
を
設
立
（
洋
式

薬
局
と
呼
ば
れ
た
が
薬
品
鑑
定
を
行
い
、
製
薬
法
等
の
薬
学
教
育
も
実

施
）」
と
あ
る
。

（
七
）		

中
井
終
子
「
安
政
以
降
の
大
阪
學
校
」（『
懐
徳
』
九
号
、
一
九
三
二
年
）

に
よ
れ
ば
、
懐
徳
堂
の
一
行
が
秋
の
茸
狩
り
で
箕
面
に
赴
い
た
際
は
、

萱
野
家
で
逗
留
す
る
こ
と
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
八
）
木
村
武
夫
「
浪
華
畫
學
校
の
顚
末
」（
魚
住
惣
五
郎
編
『
大
阪
文
化
史

研
究
』、
星
野
書
店
、
一
九
四
三
年
、
三
七
五
～
四
〇
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、

明
治
一
七
年
頃
、同
じ
道
修
町
五
丁
目
二
七
番
地
に
、樋
口
三
郎
兵
衛（
一

八
六
三
～
一
九
三
三
）
が
「
浪
華
畫
學
校
」
を
開
設
し
て
い
る
。
樋
口

家
は
道
修
町
の
旧
家
で
、
三
郎
兵
衛
は
他
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
人
だ

が
、
明
治
一
三
年
頃
に
は
魁
新
聞
社
や
樋
口
銀
行
の
開
設
に
も
関
わ
る

ほ
ど
の
資
産
家
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
樋
口
三
郎
兵
衛
は
、
明
治
六
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年
か
ら
明
治
一
二
年
ま
で
小
学
校
の
教
員
を
務
め
て
お
り
、
時
期
的
に

は
木
菟
麿
の
教
員
時
代
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
浪
華
畫
學

校
の
顚
末
」に
は
、三
郎
兵
衛
の
宗
旨
や
信
仰
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
「
樋
口
宅
」
が
三
郎
兵
衛
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
だ
確

言
で
き
な
い
。

（
九
）		

『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
一
八
八
二
年
六
月
一
二
日
に
は
、
当
時
の
大
阪
に

お
け
る
正
教
徒
の
実
態
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
日
記

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
大
阪
教
会
の
信
徒
は
七
一
名
（
二
七
戸
）
だ
っ
た
。

「
わ
が
教
派
の
信
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
西
区
と
北
区
。（
南
区
に
は
よ
い
家

は
な
い
の
で
、
伝
教
に
は
適
さ
な
い
。〔
下
略
〕）」
と
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
記
述
か
ら
も
、
当
時
、
正
教
に
入
信
し
た
人
々
の
社
会
階
層
が
推
測

さ
れ
得
る
。

（
一
〇
）	

北
崎
豊
二
「
若
き
日
の
中
井
木
菟
麻
呂
︱『
回
天
新
報
』
と
の
か
か

わ
り
を
中
心
に
︱
」（『
大
阪
経
大
論
集
』第
四
二
巻
六
号
、一
九
九
一
年
）

（
一
一
）	

北
崎
氏
の
同
論
文
に
よ
れ
ば
、『
回
天
新
報
』
に
つ
い
て
、
明
治
一

二
年
（
一
八
七
九
）
六
月
一
五
日
発
行
の
第
一
六
号
ま
で
は
内
容
が
確

認
で
き
る
が
、
次
の
第
一
七
号
か
ら
最
終
の
第
二
三
号
ま
で
は
内
容
が

不
明
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
七
月
の
副
伝
教
者
就
任
と
時
期
が
全
く

一
致
し
て
い
る
。

		


ま
た
、
同
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
福
良
虎
雄
編
『
大
阪
の
新
聞
』

に
よ
れ
ば
、「〔『
回
天
新
報
』
は
〕
後
に
土
佐
の
奇
人
高
崎
芳
宣
と
い
ふ

人
が
執
筆
を
し
て
ゐ
た
が
、
翌
十
二
年
九
月
僅
に
一
箇
年
間
で
廃
刊
を

し
た
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
副
伝
教
者
就
任
に
伴
い
、
木
菟
麿
が
一
七

号
以
降
の
編
集
を
高
崎
芳
宣
に
譲
っ
た
と
い
う
意
味
に
取
れ
ば
、
全
て

辻
褄
が
合
う
。

		


北
崎
氏
は
同
論
文
に
お
い
て
、
木
菟
麿
が
『
回
天
新
報
』
の
廃
刊
後

に
正
教
に
入
信
し
た
と
前
後
逆
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
執
筆
さ

れ
た
同
氏
に
よ
る
論
文
「
中
井
木
菟
麿
の
水
哉
館
再
興
計
画
︱
昭
和
初

年
の
場
合
︱
」（『
懐
徳
』
六
八
号
、
二
〇
〇
年
）
で
は
順
序
が
訂
正
さ

れ
て
い
る
。

（
一
二
）	

デ
ィ
ア
ナ
号
の
事
件
、
お
よ
び
『
拝
恩
志
喜
』
に
つ
い
て
は
、
湯

浅
邦
弘
「
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
と
懐
徳
堂
」（
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳

堂
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
、
三
二
五
～
三
四
四
頁
）
に
詳
し
い
。

（
一
三
）	

『
ニ
コ
ラ
イ
日
記
』
一
八
九
六
年
五
月
二
日
に
よ
る
。
木
菟
麿
は
、

孝
行
の
た
め
に
月
給
二
五
円
を
全
て
義
母
春
に
手
渡
し
、
本
人
は
春
か

ら
二
円
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
と
あ
る
。

（
一
四
）	

中
村
健
之
介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』（
岩
波
新
書
四
五

八
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
一
〇
四
頁
。

（
一
五
）	

Д
・
М
・
ポ
ズ
ニ
ェ
ー
エ
フ
著
、
中
村
健
之
介
訳
『
明
治
日
本
と
ニ

コ
ラ
イ
大
主
教
』（
も
ん
じ
ゅ
選
書
二
五
、
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）
七
頁
。

（
一
六
）	

中
村
健
之
介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』
四
三
～
四
四
頁
。

（
一
七
）	
正
教
会
の
聖
典
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
牛
丸
康
夫
『
日
本
正
教
史
』

四
五
～
四
九
、
九
一
～
九
四
頁
、
お
よ
び
海
老
澤
有
道
『
日
本
の
聖
書

︱
聖
書
和
訳
の
歴
史
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
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三
六
四
～
三
七
五
頁
を
参
照
。

（
一
八
）	

『
黄
裳
齋
日
記
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
、
Ｅ
282
）

（
一
九
）	

聖
書
各
文
の
引
用
元
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	
・
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文

		�




川
端
由
喜
夫
編
訳
『
日
本
語
対
訳
ギ
リ
シ
ア
語
新
約
聖
書　

一　

マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』（
教
文
館
、
一
九
九
一
年
）

	

・
ロ
シ
ア
語
訳

		�


Библия. К
ниги свящ

енного писания ветхого и нового завета. 

Канонические. В
 русском переводе с параллельны

ми местами 

и словарем. Российское библейское общ
ество. 2000.

		


な
お
、
こ
の
ロ
シ
ア
語
訳
聖
書
に
つ
い
て
は
、
К
・
И
・
ロ
ガ
チ
ョ
ー

フ
、
中
村
健
之
介
訳
・
解
説
「
一
八
七
六
年
ロ
シ
ア
語
聖
書
」（『
窓
』

三
五
号
、
一
九
八
三
年
）
に
詳
し
い
。

	

・
漢
訳
『
新
遺
詔
聖
經
』

		�


「
信
望
愛
信
仰
與
聖
經
資
料
中
心
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
サ
イ
ト
「
珍

本
聖
經
數
位
典
藏
査
詢
系
統
」（http://cbol.fhl.net/new

/ob.htm
l

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
原
本
画
像
を
参
照
。

	

・
ニ
コ
ラ
イ
お
よ
び
木
菟
麿
訳

		�




日
本
正
教
会
翻
訳
『
我
主
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
の
新
約
』（
正
教
本

会
版
、
一
九
八
五
年
）

	

・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
訳

		


『
舊
新
約
聖
書
』（
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
九
二
年
）

（
二
〇
）	

Д
・
М
・
ポ
ズ
ニ
ェ
ー
エ
フ
著
、
中
村
健
之
介
訳
『
明
治
日
本
と

ニ
コ
ラ
イ
大
主
教
』
六
二
頁
。

（
二
一
）	

『
裏
錦
』
は
、『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
近
代
日
本
婦
人
雑
誌
集
成
』

（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
）
の
一
部
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
。

（
二
二
）	

中
井
木
菟
麿
『
重
建
懐
徳
堂
意
見
』『
重
建
水
哉
館
意
見
』（
大
阪
大

学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
、
Ｅ
115
お
よ
び
Ｅ
119
）

		


な
お
、
木
菟
麿
の
懐
徳
堂
お
よ
び
水
哉
館
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、

北
崎
豊
二
「
中
井
木
菟
麿
の
水
哉
館
再
興
計
画
︱
昭
和
初
年
の
場
合
︱
」

（『
懐
徳
』
六
八
号
、
二
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
二
三
）
中
井
終
子
『
ち
る
も
み
ち
は
の
記
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳

堂
文
庫
所
蔵
、
Ｅ
150
・
中
井
終
子
関
係
三
・
三
八
七
）

（
二
四
）中
井
履
軒『
履
軒
古
風
』（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
、

Ｅ
138
）

		


な
お
、『
履
軒
古
風
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
楓
賦
」
の
詩
句
は
、
終

子
が
『
ち
る
も
み
ち
は
の
記
』
で
引
用
し
た
も
の
と
は
や
や
異
な
る
。

		�




抵
巖
磯
而
揚
紅
波
。
随
風
兮
遂
浪
。
豈
丹
心
兮
攸
願
作
。
噫
嘻
草
芥

兮
與
同
流
。
聊
任
運
兮
乘
化
。

		


終
子
が
見
た
の
は
「
ほ
ん
ご
（
反
故
）」
と
あ
る
の
で
、
履
軒
の
草
稿

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
二
五
）	

中
井
家
の
遺
品
が
大
阪
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

竹
腰
礼
子
「
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
な
り
た
ち
と
蒐
集
の
経
緯
」（『
懐

徳
』
七
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
お
よ
び
同
「
懐
徳
堂
文
庫
を
守
っ
た
人

︱
中
井
木
菟
麻
呂
翁
の
功
績
」（『
大
阪
あ
ー
か
い
ぶ
ず
』
二
号
、
一
九

八
七
年
）
に
詳
し
い
。

		


な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、「
メ
ト
リ
カ
」
な
ど
貴
重
資
料
の
閲
覧

を
快
く
お
許
し
い
た
だ
い
た
、
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明
神
父
様
を
初
め
、

大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
皆
様
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書評『ニコライ堂の女性たち』 ― 三谷拓也
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